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　今までの実践活動を継続しながらさらに新
しいメニューがないか委員たちと話し合いな
がら地球温暖化防止に努めたいと思う。マン
ネリにならないように努めたい。若い新しい
委員が加わるよう考えていきたい。

　平成 17年 11月 27日に設立。
　合併に伴い新たに誕生した大崎上島町公衆
衛生推進協議会がめざしたのが「けんこう文
化の島づくり」。その実現に向け、脱温暖化
プロジェクトを結成。やがて公衛協を中心に
各種団体と連携した地域協議会として、脱温
暖化の島づくりをめざして活動しています。
■会員数　個人：30人

大崎上島けんこう文化の島づくり協議会

みなさまへ

　毎年 6 月に幼稚園や保育所において、
環境紙芝居を上演して環境について啓発。
平成30年度は、幼稚園4カ所（大崎幼稚園、
ルンビニ幼稚園、認定ひかり園、木江幼
稚園）で開催。

　スーパーの駐車場において、買い物客
にアイドリングストップを呼びかける。
平成 30年度は 4回実施。
　令和元年から、自動車とバイクで来ら
れた人を対象にアンケートを依頼し、ガ
ソリンの節約からアイドリング・ストッ
プの効果を啓発した。

大崎上島けんこう文化の島づくり協議会

◇住所　〒725－0301
　広島県豊田郡大崎上島町木江 4968
　大崎上島町役場保健衛生課内 
◇ＴＥＬ　０８４６ー６２ー０３０３
◇ＦＡＸ　０８４６ー６２ー０３０３
◇メール　
　kankyo01@town.osakikamijima.lg.jp

事務局連絡先

環境学習会の開催

クールチョイス啓発

スーパー駐車場での
アイドリングストップ運動

　港の駐車場において、乗客にアイドリン
グストップを呼びかける。
　平成 30年度は 2港で８便、8回実施。
　協力台数：432台
　時　　間：7：30～ 9：35
　ＣＯ２　 ：約 217kg 削減
　ガソリン：約 92ℓ節約

来場者を対象に家庭でどの程度エコライ
フに取り組めているのかを診断し、診断
結果を元に、効果的な省エネの技をアド
バイス。
平成 30年度　
　商船祭（保護者を主に対象）：147 人　
　大崎上島町産業文化祭　　  ：　90人

　沖浦マルシエで実施、売上金は社会福
祉協議会へ寄付して、地域の活動に活用
している。

フェリー駐車場での
アイドリング・ストップ運動

資源有効活用フリーマーケット

50 人の協力者に「ＣＯ２ＣＯ２（コツ
コツ）頑張ったで賞を授与し、引き続き
家庭での省エネ実践を呼びかける。

年間環境家計簿運動

イベント出展　省エネ相談

●平成 17年度 アイドリングストップ運動（港の駐車場にて実施）【～継続】
   環境学習会の開催【～継続】
   町広報での情報発信【～継続】
●平成 18年度 町内のイベント等での脱温暖化啓発活動【～継続】
   マイバッグ持参運動【～平成21年度】
   環境紙芝居出前講座【～継続】
●平成 19年度 各地区の総会や小・中学校での出前講座【～平成20年度】
●平成 22年度 省エネ診断【～継続】
   アイドリングストップ運動（スーパーの駐車場にて実施）【～継続】
●平成 23年度 アイドリングストップ抜き打ち調査【～平成29年度】
●平成 24年度 年間環境家計簿啓発活動【～継続】
●平成 26年度 活動内容などをまとめたチラシを町内全戸に配布【～継続】
●平成 27年度 アイドリングストップ運動（東野小学生が参加して実施）【～継続】
   アイドリングストップ運動（スーパーの駐車場にて実施）【～継続】
   10 周年記念講演会（対象者は小・中・高校生）（テーマ―：脱温暖化）
   環境大臣賞受賞（対策活動実践・普及部門）；地球温暖化防止活動
   他市町との交流（世羅町）
   老人会サロンへ環境紙芝居出前講座
   公衛協作成の「アイドリングストップ物語の紙芝居」【～継続】
   小学校へＩＰCＣについての出前講座
   クールチヨイス啓発活動【～継続】
●平成 28年度 うちエコ診断【～継続】
●平成 29年度 資源有効活用フリーマーケット【～継続】
   散乱ごみキャンペーン
●令和元年度  スーパー駐車場のアイドリングストップ運動で買い物客にアンケート

　１人１人が温暖化に関心を持って未来の子どもたちが
不安なく暮らせるよう環境に意識を持って日々の暮らしに
努力していってほしい。

　イベントの際は常に実施。


